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血中^  >  スリン, X. ピネフリン等丿 矣顛的凍 に昇･こよi代謝裏架について．
太急大．豆戸　軋 八劃 二絵 、武俸昌3-. 怖ふ､暁 ．竃栄寄　o 松本史子

兪ffl々 短大　 限元揚 子、 広島文化■狐̂大　癌 永夷3-.

a  的　 生悸|＝おヽけ・ メ タ木 リズ^  ･ヵ植 毒性I*　 月&岬律 承・ ホ･レモン 矛引

物 茸代辨･･･調 節|こよって 嵯立 可ゐことが叡 告さ小て ，c年徐 にな%,. 筆吊 りi　 学唐 摩・M

本^ して　 こ小 らをu 明 してきた ．押 経伝憲幼 略( エピ ネフ リン ）≫ ;iiヽ -    IS 木11/ モー い

ンスI) ン蕩 ？ク･継続 投与 政よ') . 人海 的 アンバラ ンヌ を爽馳 如坤 におこさ^ ，ｲ戈奪 綱珍菓

業t.^ て， 肥満. 神 尿角 ，准 城 異常 択実験 的 に生 ず・-  とき闘りかに-^  爾こと引 司的 とし

て. 肝 夷 き亀ねマき 託．

方浹　 実験動 瞎 とI  て.    倖 隻 と・f    ． ラ,．ト（ 沓)    a 用 ヽ･，紳μ鳶 蓮池 噴 とI  マエビ ネ

つり 乙　 川レコ:-じ業 プリ ン ，ホ･レモ ンｔ して･i > スリン算 を用 いP--.   測東 のが 法'^　 瞳 光

冷前，抗原 ヽfri.体反加t-  よ%  ゐ広( 使 禾 乙同じ 方法）き 用い仁．

払畢　 し　･( ンスリ ン功継続投 与I-  よ ，て．喰 款 九盆 ，停 隻^ 過剰 増如（ 月巴満 化j  ぶ惨

めり れ袈．2. エ ピネフリ ンoi 継続政手 にふ，マ，／釦吹 の減忌ノ化，伴 硬増ﾒ･卵 抑 制，an

糖 値, 血 中脂甥<5)康屹 がみられ 狐．3, ゴ ールド チ オカ む／コ ースμよ%  肥満 ラ 。 ＼ i-J.

血 守イン スリ ン レベ･ﾚ^  Ji･昇ぴ認 めら れ. 続 ヽヽ■z .   肥角 兆 がまL"ti,        4･7  ロ キ サン践

与I-ｰよ ’ト 血,中 づン’スリン レふ ノがa  7 がま ず 恥が･ ＝一外1  - ･イン スリ ン 剛峰統戎 与に よ7

1.    S)-?>程 覆，血萌 レ い/^   ニ,昇 ．抑 制 ，糖鼎 角 め詞p^’」効累V司多夕鶴 タ･い 几戸･

A 98 丈i･ す軋･鶏卵ド ラ纏oi 蔵策,血刄ぴら哨 り喧質- I 享ラルベ謝i= 及i^j-'t影 響

－各&.-ic 丈t 紅　o  と希命^,     可背節 手，孝ネ^ pヽ

目的， 丈 蓼， 牛乳 ，鵬 卵H 莱奎 鋤 が;l7ヽりK<?f-t は コレ ステロ ーノレ(c-M£; 値 が高く, 粉 し

n 飽 和脂肪i･り･ い，今 回 は玄 米を茎礎飼 料 としｔ これらり食 ＆を這入I   た場合， ラ ，卜 の

或長, 血圧ずJ巧 絢こ脂饗べt 才や 画, K, Gi排･■It に及げ す影 響 を比絃-^  ろこt  を目的 と しTつ。

方彦，SHI^,      7通齢・ 雄,   24-K を3 群 に分^九t 米粉 末ii-%r.  こI 粉，全粉礼･i  たn 鶏

卵粉各 朽’刄豪 加 し岡 ｝杖:に し7  £o～To  kcolM.  e 攻 与レ, /f 週穀 今 で飼 餐 しr-。 二り?i＼ .   毎

漣一体重 ，血ゑ ，尿中 限. K, (a を刑 吏し飼脊 終 了を ，血i青を分離 し臨 葦検 査法iこ基 ヽヽ てr-c以

HひL-C，頂･，  I;・タン ヨCLp ）^ ＆ ， ツン6  噴,   ヤレアj  ソ,    ･/ 比等り 隠 ，肝 およ び`膏

の脂質 ばToi 誘 。或 て袖 たしt'-径 ，島 脂質（TL ）11 重量ii,  m.  μ。乙は キ ，ヽト試 筆に よ-i

比,色茲で剥 免 し，肝臓 は邱｡絨標 本iir 或i て病理学的 変化 を程 賊 しrニ。

糾 峯　 飼 腎終 了時 の棒ま は粉iy 鶏卵≒大% 群<^  "If とな・r=-｡fi: Ti 瘍 卵群 ほ飼 脊前 参期 は

最 高・刈腎を示したが汝本朝 に3 匹^ £ﾆ， 紛乳 科 ／り 乙亡むtこが大-t群 に全 頭生^  it- 。 捧剛

の体隻比今は粉 乳馮 卵球1 科≪ 'Ifとrf<)肝,腎, 鵬載<^重量μt 帚l嘴岬群μ ぷ･･ヽ，β。血清だ征 ロZ

群閉 に膚・ 羞を諾,坊な φヽ ■>  tz 衣鶏 卵μ 粕QL-じか砥 下 しr- ｱこめ動 耶硬化指iりi ）が上早しか。肛と。

差相聞を示郭-L郎 卸リr叩-Lp）比ル 大 奮>Jf

■uヽヽ大i 群 が衣料 とか-> r-。鶏 卵群 は^ 冲c μ排考量も他 の2 群 より増加 しr- が肝TL, 罵 ，

CM- 値 乞上岑 すi 篤 ，岬紛 弦 ％覆 与獅n 或裔t 旨質代 替り^ 澪 を認 め ，肝組絨 の病 理 勝本

i: fい ヽI t 月t^n加 そ着 を揉 めT-. 血 圧 ほ3 群間 に有隻羞 を認 めヽな か ，μμ ，3  If E 通i-I

血圧 と体吏 及 以`原 中噸Ol 御 泄量lt え の相mi 示 し, 耳 中ﾚく排 泄量 とは順 ぷ相関-kit- しr--。


